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１．概要

設備点検等で使用済燃料プール（以下，SFP）循環冷却設備停止時において，
使用済燃料の崩壊熱のみを考慮したSFP水温評価を実施してきたが，東北太平
洋沖地震から6年以上が経過し，使用済燃料の崩壊熱は大幅に減少している。

この状況から，自然放熱を考慮したSFP水温評価を検討し，以下の通り実機に
て確認した結果， SFP水温が安定すること及び従来評価に含まれていた過度な
保守性がなくなり実温度に近い評価ができることを確認した。

１号機：2017年7月における冷却停止試験（熱交換器バイパス運転）

２号機：2017年8月における冷却停止試験（二次系通水停止運転）

３号機：2017年10月における一次系停止作業

以上のことから，2018年２月１日より1～3号機SFP冷却停止時の水温評価を
自然放熱を考慮した新評価式に変更する。
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qout4：配管の放熱

Qin2：ポンプジュール熱

Ｑin1＋Qin2－q（ｋｃaｌ／ｈ）
ΔＴ（℃／ｈ）＝

Ｗ（ｋｇ）×Ｃ（ｋｃａｌ／℃／ｋｇ）

Qin1：崩壊熱
Qin2 : ポンプジュール熱（入熱） 【ポンプ出力（効率考慮）を使用】
W ：SFP水量
C ：冷却材の比熱
ｑ ：放熱（ｑout1＋ｑout2＋ｑout3+qout4）

ｑout1：水面の放熱（蒸発） 【気温＋風速を使用】
ｑout2：水面の放熱（伝熱） 【気温を使用】
ｑout3：プ－ル壁面の放熱（コンクリ－ト）【気温を使用】
ｑout4：配管の放熱 【気温＋SFP温度を使用】

SFP水温評価式

Qin1：

燃料の崩壊熱

qout１：水面の放熱（蒸発）

qout3：プール壁面の放熱

（コンクリート）

qout2：水面の放熱（伝達）

Qin1：崩壊熱

配管長の概略長さ
1号炉 ：約 50m
2,3号炉：約400m

新評価式には，従来式（放熱未考慮）に以下の項目を加味して評価を行う。また，評価式の項目は，
一次系の運転状態に応じて定まる。

プールの放熱
一次系の運転時は，ポンプジュール熱（入熱），配管放熱を考慮

1号炉 ：15kW
2,3号炉：10kW

２．新評価式

一次系 二次系
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長期点検計画に基づき1号機SFP一次系ポンプA及び電動機Aの本格点検を実施

点検時は誤接触防止のため，ポンプBを停止（系統全停作業）

SFP

熱交換器
Ｂポンプ

【アイソレ概略図】

Ａポンプ

二次系
軸受冷却
ライン

二次系
軸受冷却
ライン

水抜き範囲

停止

（参考）１号機SFP一次系ポンプ電動機点検手入工事概要

系統全停期間：２０１８年2月1日～２０１８年3月12日
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評価条件
評価期間 2018年２月１日～2018年3月12日
初期温度：26.3℃(H30.1.31時点)
気象条件（外気温）：過去5年の月別平均値(２月:3.３℃，3月:6.7℃）が24時間継続と仮定
気象条件（風速） ：過去5年の月別平均値(２月:2.７m/s，3月:2.8m/s）が24時間継続と仮定

（参考） １号機SFP一次系ポンプ電動機点検時の温度評価
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従来評価

新評価

73.5℃

23.5℃
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（参考）１号機冷却停止試験（熱交バイパス運転）結果

●実績温度（一次系運転） と 過去５年平均値を用いた評価（一次系運転）との比較
→ 評価値が最大２℃以内で一致

実績温度（一次系運転）

過去５年平均データを用いた評価（一次系運転）
（今後、評価に使用）

気温

風速

従来評価（一次系停止）
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85.8℃

38.1℃
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（参考）２号機冷却停止試験（二次系通水停止）結果

● 実績温度（一次系運転） と 過去５年平均値を用いた評価（一次系運転）との比較
→ 評価値が最大２℃以内で一致

実績温度（一次系運転）

過去５年平均データを用いた評価（一次系運転）
（今後、評価に使用）

気温

風速

従来評価（一次系停止）
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100.0℃

46.1℃
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実績温度（一次系停止）

過去５年平均データを用いた評価（一次系停止）
（今後、予測に使用）

● 実績温度（一次系停止） と 過去５年平均値を用いた評価（一次系停止）との比較
→ 評価値が最大２℃以内で一致

（参考）３号機炉冷却停止時の測定結果（一次系停止）

気温

風速

従来評価（一次系停止）
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54.9℃

36.5℃
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（参考）崩壊熱の推移

１～3号機使用済燃料の崩壊熱は震災直後と比較すると大きく低下している

約29%に低減

約28%に低減

約37%に低減

SFP燃料保管体数
1号機：392体（使用済：292体）
2号機：615体（使用済：587体）
3号機：566体（使用済：514体）

8


